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組織の安全と人間

「組織安全Jと「悪魔の法則」

危機的状況とこニろの退化

「事故で揺らぐ国民的誇り 日本株式会社

の苦悩」。ニュー ヨ ーク ・ タイムスにこんな

男出しが載っ疋（1999年12月5日ぱ日曜版〉。

「記録的失業率と不安定な市場。そして、10

年に及，3i不況は日本の夢をうち砕いてき定。

しかし、 そうし疋困難に直面しても、日本人

は、世界におけるテクノロジーのリ ーダーと

しての誇りを持ち続けてき疋。それが舎や、

日本人のj山の中で揺らぎつつある」。およそ

こんな内密である。「ロケットの打ち上げ失

販」「新幹線のトンネル剥離」「J coの臨界

事故」の写真入りだ。新幹線については、 操

車場を歩く運転士の写真ガ載っている。ごく

日常的な情景のようだガ、 自信を失つだ人間

ガうつむいて歩いているようにも見える。事

情を知らない外国人は、新幹線で大惨事が起

こつだと思うかもしれない。幸い新幹線で致
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命的な事故は起きていない。しかし、わが圏

の科学技術に不安を覚える事態ガ発生してい

ることは否定できない。 まさに、lit紀末の危

機を予感させるかのようである。しかし、 過

去にも深刻な事故は起こっている。最近のト

ラブんだけを取りよげて、 いだずらに危機感

を煽るべきではない。単純に過去と比較して

も問題は解決しない。今こそ、 現実を冷静に

分析する態度ガ必要なのだ。そもそも、 わが

国の科学技術は衰退しだのだ
、

ろうか。 戸メリ

力にリ ードを許し疋IT分野でも、 iモード

では世界の先蹴を走っている。ハイブリッド

車の評判も上々のようだ。しかし、 その一方

で、 信じがだいような事故やミスガ起こって

いる。それらの原因を明らかにするには、 技

術を運用する人間的側面を無視することがで

きない。

それにしても＼ 最近のトラブルには、「こ

ころの退化」を思わせるようなものが多い。

「モラル － ハザード」 は、 まさにその別の表
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